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 2012～2013年度 ＲＩテーマ 

    奉仕を通じて平和を  
     Peace Through Service  

 2012〜2013 ＲＩ会長 田 中 作 次  

 

国際ロータリー第2790地区 

銚子ロータリークラブ会報 

第２７９０地区 

ガバナー 得 居  仁 (松戸東ＲＣ)  
会報委員 

大岩將道、坂本尚史、越川信一 

今週のプログラム 

 

 『カンボジア地雷撤去ボランティア』 

     ＮＰＯ法人 テラ・ルネッサンス 

           理事・鬼 丸 昌 也 様 

 

          

 前回の例会報告（１月３０日） 

 

点鐘： 大 里 忠 弘 会長 

ロータリーソング：四つのテスト 

 

 会 長 挨 拶  

 

  先週は合同例会にご出席ありがとうございま

した。大谷京子氏の卓話を聞いてずいぶん元気を

いただいた気がします。20日にはＲＡＣ合同会議

に佐藤会員が出席されています。同じく20日には

米山奨学生及びカウンセラー報告会新年会が行

われ、宮内龍雄会員とキム奨学生が参加されてい

ます。お疲れ様でした。そして先週土曜日には、

地区クラブ奉仕セミナーが成田で行われ、金島幹

事、島田、佐藤両会員がお手伝いされておりまし

た。お疲れ様でした。 

 セミナーには私と宮内秀章次期幹事が出席し

たので本日はその報告をします。この会議は地区

クラブ奉仕委員会の主催であり、当クラブ杉山会

員が委員長としての点鐘の下始まりました。今回

のテーマは会員増強と退会防止です。先ず鈴木雅

博研修リーダーから今年度RI理事会において世

界で会員130万人３％増が目標で決められたが、

地区として無理の無い増強を、会員勧誘はロータ

リー活動を通して自分と同じ幸せを感じてほし

いという気持ちで行ってもらいたい。杉山委員長

からはどうしても年度後半になると退会者が増

える。半期の今、充実したクラブ活動の確認をお

願いしたい。とそれぞれ話がありました。続いて

先に行われた「退会防止と退会者用アンケート」

について発表ならびに内容説明があり「会員維持

に向けての魅力あるクラブづくり」と題してグル

ープ討議が行われました。私の印象に残ったのは、
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少し残念ではありますがどのクラブもクラブの

奉仕内容や活動で人が集まってくるというより

は、やはり人の繋がり親睦で入会や退会防止がな

されている、ということでした。また、入会年度

が浅くても役を与えベテランのサポートの下育

ってもらう、できるだけ行事に参加してもらい帰

属意識を早いうちから持たせる。その他、夜間例

会を取り入れたり、家族例会を増やしたり、席替

えをしたりといろいろ例会自体を工夫している

という意見もありました。 

 その他Facebookでの広報の紹介や「クラブの統

合・合併について」の講和などプログラムがあり、

最後に得居ガバナーより講評がありました。12月

現在、当地区では84クラブ中増38名、現状維持25

名、減少21名だそうで、地域性にあった個々のク

ラブとは、親睦、家族、ロータリーとは、もっと

帰属意識を皆が持つにはともう一度考えて欲し

い。会員が極少ないクラブも合併は考えず本日出

た意見の実行を2,3年は継続して欲しいと講評括

られておりました。 

グループ討議では皆さんそれぞれクラブの厳し

い実状を話されていましたが、まだまだ当クラブ

は恵まれているのではと感じると共に会員純増5

名を改めて意識するものでした。 

 
 

  会員の記念日  
 

◇ 誕生日おめでとうございます。 

栢 尾  茂   会員（１月２１日） 

金 島  弘   会員（１月２６日） 

阿天坊 俊 明 会員（１月２７日） 

伊 東  功   会員（１月２８日） 

◇ 結婚記念日おめでとうございます。 

  桜 井 広 和 会員（１月２１日） 

  上 総 泰 茂 会員（１月２４日） 

  金 島  弘  会員（１月２７日） 

  島 田洋二郎 会員（１月２９日） 

◇ 創業記念日おめでとうございます。 

  宮 内 龍 雄 会員（１月２０日） 

 

 

 幹 事 報 告  

 

1. 確定申告用領収書についてのお願い 

       ････公益法人ロータリー日本財団 

2. ２月のロータリーレート １ドル＝88 円    

           ････ガバナー事務所 

3. 文庫通信 305号     ････ガバナー事務所 

4. RYLA セミナー第４回実行委員会開催案内 

        ････ガバナー事務所 

5. メディアにおけるロータリーとポリオ撲滅活

動の記事について     ････ガバナー事務所 

7. 抜粋のつづり その七十二 拝受 

 ････㈱熊平製作所会長 熊平雅人様（東京ＲＣ） 

 

例会変更 

旭ＲＣ：２月 15 日（金） ＩＭに振替 

     ２月 22 日（金） 夜間例会 

佐原・香取ＲＣ：２月 18 日（月） ＩＭに振替 

 

 会員スピーチ 

 

◇ 宮 内 秀 章 会員 

 ７回忌を迎えた父親の思い

出。仕事が忙しく、これとい

った思い出はないが、仕事の

上では頑固だった。ひと言伝

えられるならば「有難う」と

言いたい。  

 

 ニ コ ニ コ  

 

◇ 銚子東ＲＣ・石上明宏会長、藤崎一成幹事 

 先日は合同例会ありがとうございました。両

クラブの益々の発展を御祈念申し上げます。 

◇ 宮内清次会員 

 本日卓話をさせていただきます。 
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◇ 杉山俊明会員 

 １月 26 日、240 名余りの参加者を得て、地区

クラブ奉仕セミナーを開催、無事終了すること

が出来ました。大里会長、宮内増強委員長、そ

してお手伝い頂いた金島会員、島田会員、佐藤

会員にはありがとうございました。 

◇ 坂本尚史会員 

 １月 17 日の大衆日報で大学の公開講座を大

きく取り上げていただきました。なた、同日の

毎日新聞の防災特集でも取材記事が掲載されま

した。 

◇ 植田正義会員 

 先日の大雪で科学大の学生ボランティアが来

てくれて、町内道路の除雪作業をしてくれて、

ありがとうございました。 

 

＜卓話＞ 

≪物故会員（故青野進会員）を偲んで≫ 
 

                宮 内 清 次 会員 
 

皆さん今日は、先週は東 RC

との合同例会が夕方プラザホ

テルで有りました。私も出席し

てまいりました。千葉北 RC大

谷京子さんの卓話でした。彼女

の生い立ちや現在の職業に就

いた経緯、ロータリークラブに

入ってからの心の変化などをウーマンパワー全

開の貴重なお話を聞けました。母親が同郷の出身

と言う事もあって興味深く聞かせてもらいまし

た。 

ところでこの合同例会ですが、今から 24 年前

青野進元会長の下、周到な準備をして第一回が平

成２年に開かれました。それまでは年に２回の両

クラブ会長幹事会、そのうちの一回は新旧会長幹

事で開催していました。当時は合同例会に否定的

な意見もかなりありましたので青野先生は大き

な目標を掲げられました。 

１、両クラブの会員相互親睦を深める 

２、卓話者にはガバナーエレクトかガバナーノ

ミニーを招聘する（次年度，次々年度役員

の活動展開に資する） 

 ３、将来的には分区内クラブとの交流に資す。 

そして平成２年１月 17 日佐原ロータリークラブ

の平塚新兵衛ガバナーノミニーを卓話者として

招聘して第一回が開催されました。 

さて物故会員を偲んでと言う卓話はこのクラ

ブで特に定着している訳ではありませんでした。

ロータリーの創始者であるポール P・ハリス卿が

1947 年１月 27 日(月曜日)逝去の事から前後一週

間を追悼日としました。RIが決めた時点で日本に

は色々な意見がありました。そして平成７年１月

17 日の阪神淡路大震災では大勢の同胞ロータリ

アンが犠牲に成りました。その事が発端のようで

す。このクラブではこれまでに多数の追悼卓話が

なされ、青野 進元会員を悼んで猿田先生が同業

教育者の立場から、また小倉和夫さんを悼んで桜

井広和さんが友人の立場から追悼卓話を頂きま

した。 

青野 進元会長は大正６年１月８日三崎町生れ

松岸の青野屋に婿入り以来教育畑一筋に歩み最

後は銚子市の教育長を二代の市長に仕えました。

教育長を退職、後間髪を入れずロータリー入会を

勧め 1984年（59・11・7）入会しました、そして

５年後平成元年～２年（1989・7～1990・6）第 33

代会長に就任しました。私はその年の幹事でした。

一年を共にした中で特に印象に残ったエピソー

ドを２、３ご紹介いたします。 

 合同例会の件は先に申し上げましたが、前年度

から懸案になっていたＮ氏を名誉会員する件で

した。Ｎ氏はチャーター会員であり銚子市への貢

献度も高くキャリアは十分だったと私は思って

いました。しかし先生は了承しませんでした。当

時先生の調べたデータには明治生まれの同等キ

ャリア会員が５，６人書かれていて、キャリア、

クラブのバランス、そして「ロータリアンは全て

平等である」の精神を貫いた結果だったと思いま

す。 

波崎町（現神栖市）西条昌良氏の入会の件も２

年越しです。ロータリーは政治へ関与を厳しく定

めています。しかし西条氏は入会に必要な条件は

全てクリアーしています。ただ県会議員に出馬の

仄聞がありました。そこで本人に確認しました。

先生は「銚子ロータリークラブと言う名門のネー

ミングが役立つならそれも良いではないか、若い

青年の成長の芽をつまんではいけない」と・・そ

して入会西条氏はトップ当選１年在籍でした。後

に茨城県会議長を歴任現在も県議会議員として
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活躍しています。 

余談ですが当時は「銚子ロータリークラブの会

員」と言うだけで暗黙の信任と重みがありました。

今は少し軽く思えてなりません。その要因の一つ

に「銚子を代表する企業ヤマサ醤油、ヒゲタ醤油、

銚子信金庫からの再入会者のない事」が挙げられ

ます。クラブを上げて重点的に取り組むべきと思

います。 

 さて、会長と幹事の間柄

になって先生と各行事を周

到に準備する中で気付いた

事があります。「何事でも必

ず調べる」という事です。

私には解かりきった事と思

えても時には論語を引き合

いに出すこともありました。

教育者の悪い癖か？なんて思ったりしましたが

大いに勉強させてもらいました。教育長時代はあ

まり雑談しませんでしたが当時犬吠埼にフラン

ス料理「フランボー」という喫茶店がありました。

黒生の「一山いけす」観音の「プランタン」など、

どちらから誘うでもなく時々出かけ談笑しまし

た。「フランボー」は今消えてなくなりましたが

青野先生との喫茶の光景は懐かしく鮮明に蘇り

ます。 

 平成 12年 12月 31日逝去 

私はその訃報を旅行先ブラジル・サンパウロ空港

で知りました。 

豊富な知識に裏打ちされた几帳面で緻密な先生

の生き方を糧にこれからも生きて行きます。 

ご清聴有難うございました。 

合掌 

 

【出席報告】 

会員総数 40 名 出席計算 37 名 

 出 席：34 名 欠席 3 名 出席率 91.89% 

 欠 席：有村君・石川君・越川君 

 

【Ｍ Ｕ】 

✍ クラブ奉仕セミナー（1/26） 

金島君・宮内（秀）君・大里君・佐藤君・島田君・ 

杉山君 

✍ ＲＡＣ合同会議（1/20） 

佐藤君 

✍ 米山奨学生及びカウンセラー報告会新年会

（1/20） 

宮内（龍）君 

【ＲＡＣ例会のお知らせ】 

２月３月の例会は休会となります 

 

【ニコニコ】 

ニコニコ BOX ￥ 38,000 計 ¥ 338,930 

スモールコイン ￥   − 計 ¥  40,106 

米山 BOX ￥  3,310 計 ¥  37,274 

 

次回のプログラム（２月１３日） 

『幕末水戸出張記』 

   銚子タクシー㈱ 社長 

           吉 原 正 巳 様 

          お弁当：膳（幕の内） 

新「ロータリーの目的」 

 ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎

として奉仕の理念を奨励し、これを育むこと

にある。具体的には、次の各項を奨励するこ

とにある： 

第１ 知り合いを広めることによって奉仕

の機会とすること： 

第２ 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ

仕事はすべて価値あるものと認識し、

社会に奉仕する機会としてロータリア

ン各自の職業を高潔なものとするこ

と： 

第３ ロータリアン一人一人が、個人とし

て、また事業及び社会生活において、

日々、奉仕の理念を実践すること： 

第４ 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界

的ネットワークを通じて、国際理解、

親善、平和を推進すること。 

付記 

 「ロータリーの目的」の４つの項目は、等

しく重要な意味を持ち、また同時に行動を起

こさなければならないものであるというこ

とで、ＲＩ理事会の意見が一致した。 

        （ロータリー章典 26,020） 


